
 

 

 

 

 

 

 

 

  
  

２月 15 日（木）午後、５年生は体育館で「夢の教室」に参加し、その活動している様子を全校生が見

学しました。「夢の教室」とは、「ＪＦＡこころのプロジェクト」の社会貢献活動として、子どもの心身の

健全な成長に寄与することを目的に取り組んでいる事業です。日本代表として活躍している新旧選手が

「夢先生」として小学校の教壇に立ち、「フェアプレー精神」「夢を持つことの素晴らしさ」「それに向か

って努力することの大切さ」「失敗や挫折に負けない心の強さ」を子どもたちに伝える活動です。 

今回の夢先生としては、小林弥生さん（元サッカー日本代表 ＦＩＦＡワールドカップ オリンピック

出場）が比地小学校に来校して、「ゲームの時間」、「トークの時間」という２つのプログラムを５年生と

一緒に行いました。５時間目の「ゲームの時間」では、５年生が難しいゲームをクリアするために、作戦

タイムを使って話し合いを重ねました。見学している児童からも大きな声で応援パワーをもらった５年生

は協力して、最終的に全てクリアすることができました。比地小学校全校生のチームワークの勝利です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６時間目の「トークの時間」には、５年生の教室で小林選手の夢トーク 

がありました。小林選手はオリンピックに出場してメダルを取るという夢 

に向かって、行った努力や具体的な取組方法など、黒板いっぱいの図に示 

して分かりやすく教えてくださいました。子どもたちの夢発表の時には、 

夢シートに記入した自分の夢について積極的に発表する５年生の姿を見て、 

比地地区の未来は、かなり明るいとの希望がもてました。 
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